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ABSTRAK 

Firza Abiyufasha, 2025. Efektivtias Media Interacty Dengan Metode Kūsho Dalam 

Pembelajaran Hiragana (Penelitian Eksperimen Kepada Siswa Kelas X SMKN 1 Bojong 

Gede). Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas 

Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui (1) efektivitas penggunaan media Interacty 

dengan metode Kūsho (2) tanggapan siswa terhadap penggunaan Interacty dengan metode 

Kūsho dalam pembelajaran huruf hiragana bahasa Jepang. Penelitian ini menggunakan 

pendekatan kuantitatif dengan desain quasi eksperimen tipe Non-Equivalent Control Group 

Pretest–Posttest. Subjek penelitian terdiri atas dua kelas, yaitu kelas eksperimen yang 

memperoleh pembelajaran menggunakan media Interacty dengan metode Kūsho dan kelas 

kontrol yang memperoleh pembelajaran dengan media PowerPoint dengan metode Kūsho. 

Teknik pengumpulan data dilakukan melalui tes pretest dan posttest, serta angket 

tanggapan. Instrumen penelitian telah melalui uji validitas dan reliabilitas. Data dianalisis 

menggunakan uji-t dan uji N-Gain. Hasil penelitian menunjukkan bahwa penggunaan 

media Interacty dengan metode Kūsho lebih efektif dalam meningkatkan kemampuan 

hiragana siswa dibandingkan pembelajaran menggunakan media PowerPoint dengan 

metode Kūsho, serta memperoleh tanggapan positif dari siswa. Dengan demikian, media 

Interacty dengan metode Kūsho dinyatakan efektif dalam pembelajaran huruf hiragana. 

Kata kunci: Efektivitas, Interacty; Kūsho; Hiragana; Bahasa Jepang; 
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ABSTRACT 

Firza Abiyufasha, 2025. The Effectiveness of Interacty Media Using the Kūsho Method 

in Hiragana Learning (An Experimental Study of 10th Grade Students at SMKN 1 Bojong 

Gede). Thesis. Japanese Language Education Study Program. Faculty of Language And 

Arts. Universitas Negeri Jakarta. 

This research aims to investigate (1) the effectiveness of using Interacty integrated with the 

Kūsho method, and (2) students’ responses to the use of Interacty combined with the Kūsho 

method in improving Japanese hiragana learning outcomes. This study employed a 

quantitative approach with a quasi-experimental design using a non-equivalent control 

group pretest–posttest design. The research subjects consisted of two classes: an 

experimental class that received instruction using Interacty with the Kūsho method and a 

control class that received instruction using the Kūsho method without Interacty. Data were 

collected through pretests and posttests, questionnaires. The research instruments were 

tested for validity and reliability. Data were analyzed using an independent samples t-test 

and N-gain analysis. The results indicate that the use of Interacty integrated with the Kūsho 

method is more effective in improving students’ hiragana ability than instruction using the 

Kūsho method without Interacty. In addition, students showed positive responses toward 

the use of Interacty in learning hiragana. Therefore, Interacty integrated with the Kūsho 

method is considered effective and feasible for teaching Japanese hiragana. 

Keyword : Effective; Interacty; Kūsho; Hiragana; Japanese Language  
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空書の教授法を併用した Interacty メディアによるひらがな能力向上の効

果（ボジョン・ゲーデの第１職業高等学校の 10 年生を対象とした実験研

究） 

ジャカルタ国立大学 

Firza Abiyufasha 

firza.abiyufasha19@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

言語は人間の生活と密接に関わるものであり、他者と意思疎通を行うた

めの重要な手段である。人間は母語だけでなく、異なる文化や社会と関わるため

に外国語を学習する必要がある。インドネシアでは英語、日本語、中国語、アラ

ビア語など色々な外国語が教育機関で教授されており、その中でも日本語は生徒

数が年々増加している外国語の一つである。Japan Foundation の調査によると、

インドネシアは日本語生徒数において世界でも上位に位置している。 

日本語学習においては語彙や文法だけでなく、独自の文字体系の習得が

重要である。特にひらがなは日本語の三つの基本文字の一つとして学習初期段階

における基礎的な役割を担っている。ひらがなを正確に読み書きできることはそ

の後の日本語学習全体に大きな影響を与えるため、確実に習得することが重要で

ある。しかし、ひらがなは形状が似ている文字が多く、書き順の理解も必要であ

ることから多くの生徒にとって習得が容易ではないという課題が存在する。 

この課題に対して、学習内容を効果的に伝えるための媒体としてメディ

アを活用した学習の重要性が指摘されている。Azhadi (2015) によると、メディア

学習理論では学習メディアは単なる情報伝達の手段ではなく、生徒の注意や理解

を促進する役割を果たすとされている。また、Mayer の Multimedia 学習理論およ

び Paivio の Dual Coding 理論によると、情報を視覚的要素と言語的要素の両方を用

いて提示することで、学習内容の理解や記憶の定着がより効果的に行われるとさ

れている。ひらがなのように「形」と「音」を同時に習得する必要がある学習内

容において、これらの理論は特に重要である。 

さらに、Total Physical Response（TPR）教授法は、言語理解と身体動作を結び

つけることで学習を促進する方法であり、初級段階の外国語学習に適した教授法

として知られている。TPR は生徒に身体的な反応を伴わせることで学習への負担
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を軽減し、自然な形で言語を定着させることを目的としている。この特徴は反復

練習が必要とされるひらがな学習において有効であると考えられる。 

一方、実際の職業高校における日本語授業では授業時間の制約や生徒の集中

力の問題によりひらがなの練習時間が十分に確保できないという現状がある。そ

の結果、ひらがなの習得が不十分なまま次の学習段階に進んでしまうケースも見

られる。したがって、生徒が主体的かつ効率的に学習できる学習メディアの導入

が求められている。 

本研究では、インタラクティブな活動を通じて生徒の参加を促す Interacty メ

ディアに着目し、空書の教授法と併用したひらがな学習の有効性を検証する。ま

た、SECTIONS モデルを用いてメディアの適切性を評価することで、教育現場に

おいて実用可能な学習メディアであるかを明らかにすることを目的とする。 

 

B. 問題提供 

背景に基づき、本研究で調査する問題は以下のとおりである。 

1. 空書の教授法を併用した Interacty メディアの使用はボジョン・ゲー

デの第 1 職業高等学校の生徒の日本語ひらがな習得能力にどのような

効果をもたらすのか。 

2. ボジョン・ゲーデの第 1 職業高等学校における日本語学習において空

書の教授法を併用した Interacty メディアの使用に対する生徒はどの

ように反応しているか。 

 

 

C. 研究結果と検討 

1. Interacty メディアと空書の教授法を併用した学習の有効性について 

Interacty メディアと空書の教授法を併用した学習の有効性を確認するた

め、実験クラスとコントロールクラスに対して事前テストおよび事後テストを行

い、得点の変化を分析した。分析には仮説検定（t 検定）および N-Gain 分析を

使用した。 

仮説検定の結果、有意確率は 0.013 であり、設定された有意水準有意水

準より小さいことから、実験クラスとコントロールクラスの学習結果には差があ

ることが分かった。この結果は、Interacty メディアと空書の教授法を使用した

学習が、空書の教授法のみを使用した学習と比較して、ひらがな能力の向上にお

いてより効果的であることを示している。 

さらに、N-Gain 分析の結果、実験クラスの平均 N-Gain 値は 60.54％ を

示し、学習成果の向上が確認された。これは、Interacty メディアと空書の教授

法を併用した学習が、ひらがな習得にある程度の効果をもたらしたことを示して

いる。 



 

xviii 
 

この結果から、視覚的要素を取り入れたインタラクティブな学習活動と

身体的な動作を併用した学習は、ひらがなの理解と定着を効果的に高めることが

分かった。したがって、Interacty メディアと空書の教授法の併用はひらがな学

習において有効な学習方法であると結論づけられる。 

2. Interacty メディアを使用した学習に対する生徒の反応について 

生徒の反応を把握するため、実験クラスの生徒を対象にアンケート調査

を実施した。アンケート結果の分析から、生徒の反応に関する総合評価は 81％ 

であった。この結果は Arikunto による評価基準に基づくと「非常に良い」のカ

テゴリーに該当する。さらに、多くの生徒が Interacty メディアを使用した学習

に対して肯定的な反応を示していることが分かった。生徒はインタラクティブな

活動を通して学習に積極的に参加できたと感じており、ひらがなの読み書きや記

憶がしやすくなったと回答している。 

また、学習活動が楽しいと感じた生徒も多く、学習意欲の向上につなが

ったことが示された。この結果から、Interacty メディアは学習成果の向上だけ

でなく、生徒のモチベーションや学習意欲にも好影響を与える学習メディアであ

ると考えられる。 

 

D. 結論 

Interacty メディアは学習者のひらがな能力の向上に効果的であり、学習

者の知識を高めるだけでなく、学習意欲や学習活動への積極的な参加を促進する

学習メディアであると考えられる。 

さらに、生徒はひらがなの授業における Interacty メディアの使用に肯定

的に反応した。生徒は Interacty をユーザーフレンドリーで魅力的であり、学習

プロセスへの興味と参加意欲を高めるのに適したメディアと評価した。 

 

 

 


